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２
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
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３
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ク
ラ
ス
の
心
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つ
に

明
日
香
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ホ
ー
ム
ス
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あ
り
の
ま
ま
の
日
常
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験

八
千
代
市
立
睦
中
学
校
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・
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会
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町
２
泊
３
日


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
日
実
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民
泊
先
で
農
業
の
手
伝
い
を
す
る
生
徒
た
ち

チームワークも必要なラフティ
ング体験

ク
ラ
ス
が
一
つ
に
ま
と
ま
っ

た
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス

仲
間
意
識
も
高
ま
る
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

郷土玩具、赤べこの色付け体験

明日香村内の寺で勉強

明日香村で夕飯作り

離村式

京
都
で
座
禅
体
験

奈
良
東
大
寺

今泉大輔教諭林健太郎教諭

　
千
葉
県
八
千
代
市
の
市
立

睦
中
学
校（
吉
村
昌
彦
校
長
）

は
、
１
９
４
７
年
に
創
立
さ

れ
、
今
年
が

周
年
。
地
域

に
は
卒
業
生
が
数
多
く
、
ま

た
こ
の
地
域
に
長
く
住
ん
で

い
る
こ
と
も
あ
り
、
学
校
に

対
し
て
協
力
的
な
人
た
ち
が

多
い
。
祖
父
母
や
親
が
卒
業

生
と
い
う
生
徒
の
家
庭
も
珍

し
く
は
な
い
。
生
徒
数
は
全

学
年
合
わ
せ
て
約
１
３
０
人

と
、
八
千
代
市
の
中
で
は
小

規
模
の
中
学
校
だ
。

　
今
年
度
の
修
学
旅
行
は
、

３
学
年
で
５
月

～

日
の

３
日
間
、
福
島
県
の
南
会
津

町
で
実
施
し
た
。
目
的
は
①

南
会
津
町
の
人
々
と
の
交
流

を
通
し
て
、
人
と
人
と
の
絆

に
つ
い
て
学
ぶ
②
普
段
と
違

う
環
境
の
中
で
の
体
験
活
動

を
通
し
て
、
自
然
と
の
関
わ

り
や
暮
ら
し
な
ど
に
つ
い
て

視
野
を
広
げ
る
③
協
働
・
共

同
作
業
を
通
し
て
仲
間
意
識

を
高
め
る
④
集
団
で
の
旅
行

を
通
し
て
、
マ
ナ
ー
や
常
識

を
学
ぶ
―
の
四
つ
。
特
に
重

き
を
置
い
た
の
は
、民
泊
だ
。

　
３
年
生
は
男
女
合
わ
せ
て


人
。
学
年
主
任
の
今
泉
大

輔
教
諭
は「
本
校
の
生
徒
は
、

義
務
教
育
の
小
学
校
か
ら
中

学
校
ま
で
の
９
年
間
、
ず
っ

と
１
ク
ラ
ス
の
同
じ
メ
ン
バ

ー
で
過
ご
す
と
い
う
特
別
な

状
況
に
あ
る
。
こ
れ
か
ら
社

会
に
巣
立
っ
て
い
く
に
あ
た

り
、
初
対
面
の
人
と
ど
れ
だ

け
親
密
な
関
係
を
築
く
こ
と

が
で
き
る
か
を
修
学
旅
行
の

大
き
な
テ
ー
マ
に
し
て
い

た
」
と
話
す
。

　
生
徒
が
考
え
た
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
「
一
期
一
会
」
。
民
泊

先
の
人
々
を
は
じ
め
、
お
そ

ら
く
生
涯
で
１
回
し
か
会
う

こ
と
の
な
い
人
た
ち
と
過
ご

す
３
日
間
に
な
る
。
「
一
瞬

を
大
事
に
し
て
そ
の
人
た
ち

と
き
ち
っ
と
接
し
た
い
と
い

う
こ
と
が
テ
ー
マ
と
な
っ

た
」
（
今
泉
教
諭
）
。

　
メ
イ
ン
の
民
泊
体
験
は
１

日
目
か
ら
２
日
目
午
前
に
か

け
て
。
現
地
に
着
き
、
対
面

式
を
行
っ
た
後
、
生
徒
は
３

人
ぐ
ら
い
ず
つ
に
分
か
れ
て

各
民
家
へ
。
民
泊
先
で
は
キ

ノ
コ
や
野
菜
、
果
物
の
栽
培

な
ど
そ
の
家
の
仕
事
や
食
事

の
準
備
・
片
づ
け
な
ど
の
手

伝
い
を
し
、
翌
日
の
昼
ま
で

寝
食
を
共
に
し
た
。

　
修
学
旅
行
の
準
備
段
階
で

は
「
な
ぜ
知
ら
な
い
人
の
家

に
泊
ま
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
か
」
と
漏
ら
す
生
徒
も

多
か
っ
た
。
し
か
し
、
「
民

泊
先
の
方
に
と
て
も
よ
く
し

て
も
ら
い
、
い
ろ
い
ろ
貴
重

な
体
験
も
で
き
た
こ
と
か

ら
、
退
村
式
の
時
に
は
『
３

日
間
ず
っ
と
民
泊
で
良
か
っ

た
』
と
話
す
ぐ
ら
い
楽
し
く

過
ご
せ
た
よ
う
だ
」
と
今
泉

教
諭
。
民
家
の
人
た
ち
に
は

「
生
徒
を
お
客
さ
ま
扱
い
す

る
の
で
は
な
く
、
人
と
し
て

接
し
て
ほ
し
い
と
事
前
に
お

願
い
を
し
て
い
た
」と
い
う
。

　
２
日
目
の
午
後
は
、
福
島

の
自
然
や
文
化
に
触
れ
る
体

験
学
習
を
実
施
。
あ
ら
か
じ

め
生
徒
に
は
「
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
」
「
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
」
「
笹
巻
作
り

と
赤
べ
こ
色
付
け
」
の
三
つ

か
ら
自
分
の
や
り
た
い
も
の

を
選
ば
せ
た
。
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
は
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
乗
る

４
、
５
人
が
し
っ
か
り
協
力

し
な
い
と
う
ま
く
進
め
な

い
。
生
徒
同
士
の
一
体
感
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
求
め
て
選

択
肢
に
入
れ
た
。
ジ
ッ
プ
ラ

イ
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
も
、

７
本
の
ス
ラ
イ
ダ
ー
を
滑
る

間
に
仲
間
意
識
が
高
ま
る
課

題
を
ク
リ
ア
す
る
仕
組
み
が

あ
る
。
体
育
系
ば
か
り
で
は

困
る
生
徒
も
い
る
と
考
え
、

文
科
系
と
し
て
会
津
の
郷
土

玩
具
、
赤
べ
こ
作
り
な
ど
も

盛
り
込
み
選
択
さ
せ
た
。

　
夜
は
、
こ
の
日
の
宿
泊
先

で
あ
る
会
津
高
原
の
ホ
テ
ル

で
、キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
。

屋
外
で
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
を
す
る
計
画
だ
っ
た
が
、

気
温
が
低
か
っ
た
の
で
室
内

に
変
更
し
た
。
キ
ャ
ン
ド
ル

の
炎
を
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
の
よ
う
に
見
立
て
、
そ
の

周
り
で
踊
っ
た
り
、
劇
や
コ

ン
ト
を
や
っ
た
り
、
生
徒
た

ち
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。

　
３
日
目
は
、
茅
葺
き
屋
根

の
家
屋
が
立
ち
並
ぶ
前
沢
集

落
を
ガ
イ
ド
付
き
で
見
学
。

栃
木
県
那
須
塩
原
市
の
千
本

松
牧
場
に
も
寄
っ
て
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
の
昼
食
を
と
り
、
帰

校
し
た
。

　
今
回
の
修
学
旅
行
で
は
、

民
泊
を
メ
イ
ン
と
し
、
各
種

体
験
、
仲
間
意
識
を
高
め
る

活
動
（
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
、キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
）

を
３
本
柱
に
据
え
た
。
今
泉

教
諭
は
「
民
泊
で
は
全
く
無

縁
だ
っ
た
人
た
ち
と
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
を
意
識
す

る
。
各
種
体
験
で
は
小
グ
ル

ー
プ
だ
が
、
生
徒
同
士
の
絆

を
深
め
る
。
さ
ら
に
キ
ャ
ン

ド
ル
サ
ー
ビ
ス
で
全
体
が
ま

と
ま
っ
て
い
く
。
段
階
を
追

っ
て
ク
ラ
ス
が
一
つ
に
な
れ

る
よ
う
に
意
図
し
な
が
ら
や

っ
て
き
た
」
と
そ
の
狙
い
を

明
か
す
。

　
修
学
旅
行
に
関
す
る
作
文

で
は
ほ
ぼ
９
割
の
生
徒
が

「
最
高
だ
っ
た
」
「
ク
ラ
ス

の
絆
が
深
ま
っ
た
」
と
い
っ

た
内
容
の
感
想
を
書
い
て
い

る
。
「
そ
の
作
文
を
見
る
と

自
分
が
意
図
し
た
修
学
旅
行

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
」

と
今
泉
教
諭
。

　
事
後
学
習
で
は
、
国
語
の

授
業
の
一
環
と
し
て
生
徒
た

ち
に
暑
中
見
舞
い
を
民
泊
先

へ
送
る
と
い
う
夏
休
み
の
宿

題
を
出
し
た
。
「
今
後
少
し

で
も
民
泊
先
の
人
と
の
関
係

が
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
う
れ

し
い
」
と
今
泉
教
諭
は
思
っ

て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
新
浦
安
駅
か
ら
徒
歩

７
分
の
距
離
に
あ
る
、
千
葉

県
の
浦
安
市
立
入
船
中
学
校

（
鈴
木
忠
吉
校
長
）
は
、
１

９
８
１
年
４
月
に
開
校
。
学

区
は
駅
の
東
側
に
位
置
し
、

保
護
者
は
東
京
に
勤
め
を
も

つ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
大
部
分

を
占
め
る
。
保
護
者
の
教
育

に
対
す
る
関
心
が
高
い
。
現

在
、
１
～
３
年
で
計
６
ク
ラ

ス
あ
り
、
生
徒
数
は
１
８
４

人
（
男
子

人
、
女
子
１
０

２
人
）
と
、
市
内
に
九
つ
あ

る
中
学
校
の
中
で
は
最
も
小

規
模
の
学
校
だ
。

　
教
育
目
標
に
「
豊
か
な
心

　
思
考
　
向
上
心
～
夢
を
目

標
に
変
え
、
実
現
に
向
け
て

努
力
す
る
生
徒
～
」
を
掲
げ

「
自
己
」
の
育
成
に
努
め
て

い
る
。
学
校
教
育
の
特
色
と

し
て
は
、
Ｉ
Ｔ
機
器
を
使
用

し
た
学
習
を
取
り
入
れ
て
い

る
。
「
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
」
を
生
徒

１
人
に
１
台
貸
し
出
し
、
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
で
活
用
し

て
い
る
。

　
校
外
学
習
は
、
１
年
生
は

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
２
年
生

は
地
図
を
見
な
が
ら
ま
わ
る

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
行

う
林
間
学
校
、
３
年
生
で
は

地
図
を
見
て
班
別
研
修
を
行

う
修
学
旅
行
と
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。ま
た
、

修
学
旅
行
は
教
育
目
標
を
実

現
す
る
集
大
成
と
し
て
位
置

付
け
て
い
る
。

　
修
学
旅
行
は
「
自
立
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、
生
徒

た
ち
が
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に

ル
ー
ル
作
り
を
行
い
、
自
分

た
ち
で
考
え
て
行
動
す
る
こ

と
を
目
指
す
。
同
校
の
生
徒

指
導
主
事
で
３
学
年
主
任
の

林
健
太
郎
教
諭
は
「
生
徒
指

導
の
上
で
も
、
２
年
生
ま
で

は
場
面
に
応
じ
て
行
動
を
指

導
し
て
き
た
。
３
年
で
は
こ

れ
ま
で
の
指
導
を
踏
ま
え
、

行
動
を
す
る
前
に
ま
ず
自
分

た
ち
で
考
え
、
能
動
的
に
行

動
し
、
そ
の
中
で
多
く
の
こ

と
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
語

る
。

　
中
学
３
年
の
修
学
旅
行
で

は
、
生
徒
の
自
立
を
育
む
学

校
教
育
の
一
環
と
し
て
、
２

０
１
３
年
か
ら
奈
良
県
明
日

香
村
で
の
民
泊
（
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
）
を
行
っ
て
い
る
。
野

菜
の
収
穫
な
ど
畑
作
業
体
験

や
受
け
入
れ
家
族
と
の
共
同

作
業
に
取
り
組
み
、
地
元
の

人
と
ふ
れ
あ
う
中
で
、
社
会

で
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
な
ど

を
身
に
付
け
る
。

　
修
学
旅
行
先
を
決
め
る
際

に
一
番
大
事
に
し
た
こ
と

は
、
総
合
的
な
学
習
の
実
施

が
可
能
か
。
飛
鳥
時
代
の
歴

史
学
習
や
農
家
で
の
自
然
体

験
学
習
、我
が
家
か
ら
離
れ
、

環
境
の
異
な
る
家
庭
の
ル
ー

ル
に
合
わ
せ
て
生
活
す
る
社

会
体
験
学
習
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
が
で
き
る
場
所
と

し
て
明
日
香
村
を
選
ん
だ
。

　
明
日
香
村
で
の
民
泊
体
験

の
特
色
は
、
棚
田
が
残
る
里

山
で
農
村
の
暮
ら
し
に
触
れ

暮
ら
す
人
々
と
交
流
し
、

「
家
族
」
の
一
員
と
し
て
あ

り
の
ま
ま
の
日
常
を
体
験
で

き
る
こ
と
だ
。
ま
た
、
１
４

０
０
年
前
の
飛
鳥
時
代
の
文

化
、
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
も

で
き
る
。

　

年
度
の
修
学
旅
行
は
、

京
都
・
奈
良
を
旅
行
先
に
６

月

～

日
の
２
泊
３
日
で

実
施
。
３
年
生

人
（
男
子


人
、女
子

人
）が
参
加
。

明
日
香
村
に
は
２
日
目
の
午

後
に
訪
れ
、
３
日
目
の
朝
ま

で
過
ご
し
た
。

　
明
日
香
村
に
到
着
後
は
入

村
式
を
実
施
。
受
け
入
れ
家

族
と
対
面
し
た
後
、
１
班
３

～
４
人
の

班
に
分
か
れ
、

民
泊
先
の
各
家
庭
へ
と
向
か

っ
た
。
民
家
で
は
、
受
け
入

れ
家
族
と
一
緒
に
キ
ト
ラ
古

墳
や
高
松
塚
古
墳
な
ど
史
跡

め
ぐ
り
や
畑
作
業
、
夕
食
作

り
、
夜
は
ホ
タ
ル
観
賞
な
ど

を
行
っ
た
。
翌
朝
は
片
付
け

や
清
掃
を
手
伝
い
、
離
村
式

で
は
涙
ぐ
む
姿
も
み
ら
れ

た
。

　
多
く
の
生
徒
は
、
民
泊
で

の
家
族
と
の
交
流
が
最
も
思

い
出
に
残
っ
て
い
る
と
話
し

た
。
特
に
普
段
、
首
都
圏
で

生
活
す
る
環
境
と
の
違
い
、

歴
史
や
自
然
な
ど
か
ら
新
し

い
発
見
を
感
じ
学
ん
だ
よ
う

だ
。

　
修
学
旅
行
の
事
前
学
習
も

実
施
。
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
使
用
し

て
、
村
の
情
報
や
遺
跡
な
ど

に
つ
い
て
調
べ
、
当
日
の
行

動
ル
ー
ト
や
観
賞
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
決
め
た
。
当
日
は
、

旅
行
会
社
貸
し
出
し
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
と
情
報
を
つ
な
ぎ
、

民
泊
先
で
の
状
況
や
出
来
事

を
コ
メ
ン
ト
や
写
真
を
使
い

他
班
や
引
率
の
先
生
、
ま
た

学
校
に
残
っ
て
い
る
職
員
と

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
共

有
、
報
告
し
た
。

　
民
泊
の
成
果
に
つ
い
て
林

教
諭
は
「
み
ん
な
楽
し
い
経

験
が
で
き
た
と
言
っ
て
い

た
。
普
段
お
と
な
し
い
と
思

っ
て
い
た
生
徒
も
笑
顔
を
見

せ
て
共
同
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
た
。
た
だ
与
え
ら
れ
た

も
の
を
行
う
だ
け
で
な
く
、

生
徒
が
自
分
で
物
事
を
考

え
、
課
題
や
問
題
点
な
ど
を

見
つ
け
て
取
り
組
ん
だ
こ
と

に
意
義
が
あ
る
」と
述
べ
た
。

　
こ
の
ほ
か
修
学
旅
行
で

は
、
１
日
目
は
寺
院
や
博
物

館
な
ど
を
見
学
す
る
京
都
内

で
の
班
別
行
動
、
２
日
目
は

北
野
天
満
宮
や
奈
良
で
東
大

寺
な
ど
の
散
策
、
３
日
目
は

京
都
で
伏
見
稲
荷
を
見
学
し

た
。

　
ま
た
、
今
後
の
民
泊
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
林
教
諭
は

「
毎
年
、
２
年
次
は
茨
城
の

農
家
で
作
物
収
穫
な
ど
を
体

験
す
る
林
間
学
校
を
実
施
し

て
い
る
。
３
年
次
で
は
農
家

体
験
以
外
に
も
漁
業
体
験
や

酪
農
体
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
経
験
を
積
め
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
検
討
し
た
い
」
と

語
っ
た
。

　多感な中学生にとって、教育（修学）旅行は学生時
代の一大イベントといえる。楽しみでもあり、また不
安でもある。非日常の場に身を置き、その土地ならで
はのものに触れ、見て、人と接することで視野が広が
ることもある。ここでは充実した教育（修学）旅行を
実施する４校の取り組みをレポートする。


